





















 2008年 7 月 6 日から10日にかけてイギリスのイーストアングリア大学（University of East Anglia)
で開催された、第 8 回パーソンセンタード・体験的心理療法とカウンセリングの国際会議（8th 




（Living with ‘The Gloria Films’）」と題する講演を行うという企画だった。また、国際会議PCE2008
の開催直前には、パメラさんが講演とおなじタイトルの著書（Burry, Pamela J., 2008）を出版したと
いうニュースが、この会議を主催する国際学会WAPCEPC（World Association for Person-Centered 
and Experiential Psychotherapy and Counseling）のホームページに掲載された。 











人のセラピスト」であると言われている（Kirschenbaum, 2007, p.324）。 
 私がグロリアの長女パメラさんのPCE2008における講演に強い関心を寄せたのはなぜか。それは
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 ロジャーズ 4  娘さんとのことがとても気になっていて、今まで 2 人の間は開放的だったけれど
も、そういう関係が消えてくような気がするんですね。 









































２．国際会議 PCE2008 におけるパメラさんの講演 
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りは、年に 1 ～ 2 通ではあるが、グロリアの死の直前まで15年近く続いた）。 
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1979年 9 月に息を引き取った。享年45歳の人生だった。 
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（Dolliver, R. H., et al. (1980). The art of gestalt therapy or: What are you doing with your feel now? 
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（Burry, Pamela J. (2008) Living with ‘The Gloria Films’. 
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（Rogers C. R. (1984). Gloria: A historical note. In Levant, R. F., & Shlien J. M. (Eds.) 
Client-Centered Therapy and the Person-Centered Approach:  














 グロリアは亡くなるまでの10年ほどの間に、私と手紙のやりとりを続けた―およそ年に 1 ～ 2 
回の頻度で。私が彼女から受け取った最後の手紙は、彼女の早すぎる死の直前のものだった。それ
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  （Burry, Pamela J. (2008) Living with ‘The Gloria Films’.の巻末年表より抜粋） 
 
1933 











現代福祉研究 第10号（2010. 3） 

























































Burry, Pamela J. (2008) Living with ‘The Gloria Films’. Ross-On-Wye: PCCS Books. 
Dolliver, R. H. (1981) Some limitations in Perls’ gestalt therapy. Psychotherapy: Theory, Research, and 
Practice, 18 (1), pp.38-45. 
Dolliver, R. H., Williams, E. L. & Gold, D. C. (1980) The art of gestalt therapy or: What are you doing 
with your feel now? Psychotherapy: Theory, Research, and Practice, 17(2), pp.136-142. 
Ellis, A. (1965) Homosexuality: Its Causes and Cures. New York: Lyle Stuart. 
Ellis, A. & Sagarin E. (1964) Nymphomania: A Study of the Oversexed Woman. New York: Gilbert Press. 
Katsekas, B. (2002) Gloria as a Lesbian: A Revisitation of ‘Three Approach to Psychotherapy’. University of 
現代福祉研究 第10号（2010. 3） 
 － 158 －
Southern Maine. 
Kirschenbaum, H. (2007) The Life and Work of Carl Rogers. Ross-On-Wye: PCCS Books. 
光元和憲（1997）内省心理療法入門 山王出版 
Perls, F. (1969) Gestalt Therapy Verbatim. Lafayette, CA: Real People Press. 
Rogers, C. R. (1984). Gloria：A historical note. In Levant, R. F., & Shlien J. M. (Eds.) Client-Centered 
Therapy and the Person-Centered Approach: New Directions in Theory, Research, and Practice. New 
York; Praeger, pp.423-425. 
Rogers, C. R. & Wood, J. K. (1974) Client-centered theory: Carl Rogers. In A. Burton (Ed.), Operational 
Theories of Personality. New York: Brunner/Mazel. pp.211-258. 
佐治守夫・平木典子・都留春夫訳（1980）グロリアと 3 人のセラピスト：トランスクリプト（日
本語訳） 日本・精神技術研究所 
Shostrom, E. (1965) Three Approaches to Psychotherapy. (Motion pictures). Corena del Mar, CA: 
Psychological Films Inc. 
Weinrach, S. (1988) Rogers and Gloria: A Microskills Analysis. Department of Education and Human 
Services, Villanova University, PA. 
Weinrach, S. (1991) Rogers' encounter with Gloria: What did Rogers know and when? Psychotherapy: 
Theory, Research, Practice, Training, 28(3), pp.504-506. 
 
＜注＞ 
 1 ）このフィルムの日本語版は「グロリアと 3 人のセラピスト」の邦題で、（株）日本・精神技術
研究所より制作・販売されている。また、そのトランスクリプトの日本語訳は、同研究所より
佐治ほか訳（1980）として発行されている。ちなみに、ロジャーズとグロリアの面接につい
ては、原語（英語）のトランスクリプトがRogers & Wood（1974）に掲載されている。 
 2 ）このデモンストレーション・フィルムにおける 3 人のセラピスト（特にロジャーズ）のグロリ
アへのアプローチ、さらにはフィルム収録後のグロリアとロジャーズの関係については、これ
までに様々な議論や解釈が行われてきた（Weinrach, 1988, 1991等を参照）。 
 その理由のひとつは、ロジャーズとグロリアの面接の終盤に、 2 人の間でつぎのようなやり
とりが交わされたことにある。 
 
   グロリア56 はい、それに、わたしが、今、ほかのことを考えているのがおわかりですか、
変なことですが、今、なんか先生とお話している間に、突然わたしは、「まあ、私はずい
グロリアとロジャーズの出会いおよびその後の関係―グロリアの長女パメラの経験と追想が伝えるもの― 






   ロジャーズ57 わたしには、あなたはとってもよい娘のように思えますよ。 
（佐治ほか訳、1980、pp.18-19） 
 
   ロジャーズ自身はこのやりとりに関して、面接終了後の振り返りにおいてつぎのようにコメ
ントしていた。 
 











   しかしこうしたロジャーズのコメントに反して、グロリアとロジャーズの転移・逆転移関係
を指摘する議論や分析がこれまでしばしば行われてきた。また、フィルム収録後にグロリアと
ロジャーズが再会しており、その後 2 人の間には手紙のやりとりなどの交流があったというこ




    ・・・わたしは、グロリアに対するロジャースの治療面接は、主訴の把握においても（第
一の失敗）、またグロリアの病理の理解においても（第二の失敗）、そして治療的介入におい
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   こうした光元の解釈は、心理療法の着眼点やストラテジーという面では鋭い指摘として肯け
るところがないわけではないが、しかし、グロリアが「依存症」であるとしている点や、彼女
の死因を「自殺」だとする俗説を援用しようとしている点など、その解釈の根拠には再検討さ
れるべきところが少なくないと言える。 
